
東京暗渠再生
─暗渠を拡幅する 東京都市再生計画の提案

敷地：東京都内暗渠　用途：環境装置、公共空間 他　面積：未知　構造：木造、鉄筋コンクリート 他　階層：なし

日本大学 理工学部海洋建築工学科 Urban Village Building”S”
─働き開きによる新しい共同体の構想

敷地：神田中高層ビル群　用途：Urban Village　面積：10,000㎡　構造：鉄骨鉄筋コンクリート造　階層：３～8階

働くとは何だろうか。この提案は、働き閉じを引き起こす
オフィスビルの形態をアーバンビレッジ化することで働き
開き多様な働き方や関係性を引き出す建築群をつくるもの
だ。街区1区画のビルを連結しながら減築や開放をしてオ
フィスビルでの働き方を神田という都市や神田で働く人を
大切にしながら、働く働き方に変化し、オフィスビルはそ
れを許容する器に変化させる。

Planning / making 半年／3ヶ月
Next 東京工業大学大学院斎尾研究室
Motivation 建築によって概念や生活を更新させたい
Best location inbetween
Influencer 北山恒、中川エリカ、山道拓人

宮澤哲平
Teppei Miyazawa

法政大学 デザイン工部建築学科北山研究室

東京という都市の記憶の断層、線状の空白として残されて
いる場所がかつて川だった場所「暗渠」である。かつての
川が蘇るように暗渠から芽吹き育つ環境装置は、雨水を運
び、空気を浄化しながら街全体へと拡がり、やがて暗渠を
都市を再生する動脈へと変えていく。豊かな緑、露出する
土と水面。地を覆うコンクリートは剥がされ、失われた都
市の環境は回復されていく。そして１００年後も、暗渠は
都市の記憶を再生する場所で在り続ける。

Planning / making 5ヶ月／6週間
Next 日本大学大学院佐藤研究室
Motivation 地球と繋がった建築をつくりたい
Best location 浜松、狭いところ 
Influencer 桔川卓也、本田創

中村美月
Mitsuki Nakamura

日本大学 理工学部 海洋建築工学科 佐藤研究室

法政大学 デザイン工学部建築学科

神社を中心に空間を変化させ様々な
働く空間をまとわせる。

耐用年数限界に近いビルを減築して
裏道に光と風を取り込む。

裏道をワーカーのコモン空間に
変化させる。

間口の細いビルを連続化させ
広い空間をつくる。

連続化によって不要になったエレベーター
コアを中庭化し光と風を入れる。

連結により屋上を連続的に利用する。

１Fの駐車場をビレッジをつくるための空間に変化させる。

内部空間を開放して半外部空間をつくる。

同業者・異業者とのコピー井戸端により日常の交流を生む。

アーバンビレッジ化を通して働き開きを促す。通り抜け・連結・減築・解放・中庭化・外部化の 6つの建築的
操作を通して個々のビルは 10000 ㎡の街区内で 1つのビル群共同建築体へと変化する。

建築的操作

アーバンビレッジとは同業者が群となり、群が集合体となって
多様な働き方を共助する新しい働く共同体である。

SOHO

アーバンビレッジ

ビル

町屋群
開放

連結　 減築　通り抜け

中庭化　 外部化　

給湯室を開放しコモンキッチンに変化

空き駐車場を開放し裏道へ続くコモン空間へ変化

神社の周りを開放し中心性を持たせる

隣のビルへ平面移動し交流を生む

連結によりエレベータ―コアを中庭化する

耐用年数が近いビルを徐々に解体し低層広場化する
減築し屋上を立体利用する

大通りに開放し桟敷席変化する空間をつくる

４. 建築的操作：アーバンビレッジ化

 Axonometric

働くことの概念をお金稼ぎから、共同体を通して自身の発信の場へ開く

自身でモノをつくること 人と関わりあい存在意義を構築

会社ごとに分断した関係性

学生や小事業主が小規模に働ける場 働きながら住む場

会社務めという働き方から、より自由に働き方を選べる形態へと開く

カイシャコミュニティをビル群全体のコミュニティに開く

働き開きによって閉じた働くことの更新を試みる。論文や神田のリサーチから神田での働く
ことの概念・働き方・働く関係性を変化させる空間や仕組みを提案する。

働く概念を開く

働き方を開く

働く関係性を開く

＋

ビル群全体で共助しながら働く関係性

労働 仕事 活動

会社 小さな商い 職住一体

3．提案：働き開き

現在の働き方は働き閉じているように感じる。本提案はマーケット中心の社会
構造を乗り越え、働くことが人間の幸福の一部となる社会をつくるものだ。

働き閉じ
労働 勤務形態の少なさ 狭いコミュニティ

お金を得るためだけの働き カイシャという働き方のみ カイシャ内コミュニティのみ

１. 働くとは

オフィスビル需要が減少し多くの中小ビルが空きテナント問題に直面している。空きテナントは現在使用されておらず、空洞化して
いる。江戸時代職住一体であったが、現在は職住分離の都市がつくられている。再び職住一体の新しい東京の中心像が求められる。

職 職

住住

新しい中心の在り方が問われる

将来

２. 社会背景

暗渠が都市を再生する。
スリバチの底に、蘇る川の輪郭。

暗渠の記憶は再生される。

今はない川である暗渠。
上書きされた東京の風景の綻び。
暗渠は都市の記憶の断層である。

暗渠の上に建つ環境建築が都市を再生し、
都市に新しいエネルギーを行き渡らせる
動脈として再び脈を打ち始める。

塔によって
空気の循環を促す

風を使って空気を浄化

暗渠

水害を防ぎ、
雨水を有効活用

Rain water

Wind

スリバチ型地形

環境装置の役割

・空気洗浄フィルターカーテン
・地下雨水用水路の敷設

・減築コアの上に建つ空気循環塔
・水を吸い上げ運ぶ柱

・人口減少・高齢化による
　余剰建築を構造を残して減築
・構造体の耐震・耐久補強
・減築部に環境装置を挿入し、
  快適な省エネ空間を創出

・暗渠沿い建築立面の情報を
　半透明壁に写し取って保存
・マンホールや橋跡などの
　暗渠サインを要素化した後、
　新しい暗渠空間に昇華

[　環境装置建築  ] [　既存建築の減築・補強  ] [　暗渠空間の継承  ]

River ghost
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都市を網羅する新たなインフラ 減築と補強で建築寿命を延長する

水、電気、
緑などを供給する
新たなインフラとなる

地域や施設に合わせて
密度や建築形態が変化

暗渠

都市

記憶を継承する暗渠空間

減築と環境コア、半屋外空間

EV

Wind

既存建築コア 環境コアに変える

暗渠をなぞり繋ぐように環境装置としての建築
を張り巡らせることで都市にエネルギーを運ぶ
新しいインフラが生まれる。

敷設した雨水用水路により暗渠沿いに点在する
一時貯水池を繋ぐことで街に水のネットワーク
を構築する。雨水活用と共に災害を防止する。

構造体としての骨組を残して減築しつつ、半屋
外的空間を街の中に連続させることによって、
風や水の通る環境的軸線を形成する。

暗渠

雨水ネッワークを繋ぐ

余剰建築の部分減築を行うと同時に構造体を補
強することで荷重を軽減し、耐用年数を延長し
ながら環境装置との融合を目指す。

暗渠の記憶を再解釈して継承する。既存建築の
一部を写しとって半透明な壁に昇華し、暗渠サ
インの一部はランドスケープとして残される。

減築によって生まれた半屋外空間を公共に還元
し、緩衝材的な空間とすることで暗渠と室内住
居空間をシームレスに繋ぐ。

住居ビル、
木造住宅密集地

暗渠

減築によって
風の通り道が出来る

水と緑の環境軸

部分減築

現在の暗渠

暗渠沿いの
既存住居

風景の断片が残される

暗渠空間とシームレスに繋ぐ

暗渠 減築部

半屋外空間

エキスパンドメタル

内部空間

暗渠に対して閉じた既存建築

暗渠 内部空間

都市環境を再編する 街を再編する 人と暗渠の関係を再編する

空気洗浄フィルター

太陽光を反射して地上部まで届ける

給水柱から水を含むことで

空気中の微粒子を吸着して空気を浄化する

柔らかく風に揺られて暗渠空間を彩る

上空で風に揺れる

材料　：ポリエステル繊維

発電・煙突効果を担う

雨水水路から水を供給

雨水水路から

吸い上げられる水

フィルターを通過する上空の風

太陽光

暗渠に籠もった生活排気を上空へ

柱から噴霧される

ドライミスト

保水セラミックパネルで

歩道表面を舗装することで

緑化と同時に大量の雨水保水を実現

風に揺られるフィルター

緑の密度や風、太陽光、

含水分量によって

空間が変化する

構造を補強するために

巻きつけられた繊維は

植物が這い上がる土壌にもなる

繊維補強柱

減築部に残された構造と新たに挿入された

補強素材が暗渠から供給される水と緑によって

生き物の拠り所になる

暗渠沿いには

防火樹が植えられ、

延焼を防止する

記憶の壁を通して                        

涼しい風が吹き込む

にゃーん

-3℃

中水利用

Reflect

マンション住居

暗渠の記憶を宿す壁

既存建築が減築される際、

既存外壁の情報を写し取った

半透明の壁がつくられる

既存建築本体が壊される時が来ても

記憶を宿す壁は暗渠に残り続け、

未来にその風景の断片を伝える

みんなのキッチン

居住空間と暗渠が

減築によって生まれた空間によって

シームレスに接続する

屋上庭園

塔高さ : 5200

排気塔

煙突効果によってスリバチ地形に籠りがちな

生活排気を上空に排気し、空気の循環を行う

シェアオフィス

減築することで生まれた空間は

地域住民と繋がる場となり、

生活が滲み出すことで暗渠風景を彩る

材料 ：エキスパンドメタル

給水パイプ柱

地下水路から雨水を毛細管現象と

ドライミストによる圧力によって

吸い上げる（植物の茎と同じ仕組み）

4600 5500635

減築によって生まれた空間は公共に還元される

シェアオフィスやシェアキッチン、カフェ、図書館など

住民の生活が滲み出し、暗渠空間と住空間をシームレスに繋ぐ

減築によって生まれた半屋外空間

新設した雨水用水路

暗渠に流れ込みやすい雨水を集め、貯水池まで運ぶ

都市型水害を防ぎ、雨水を有効活用できる

下水道管（既存を残す）

暗渠化と共に敷設された下水管は

これからも引き続き住民に利用される

暗渠上に植樹する防火植物

防火性能が高く、水辺にも生える

種類から選定。万が一火災が発生し、

葉が燃えても次の春に新たに芽吹く。

既存建築 減築部推定 : 2050 年頃環境装置部分断面図

見えない水路が
地下にある（蓋だけ）

例１ 例２

川だった場所に
下水道管を敷設

かつて川が流れていた場所

暗渠化

川

忘れられた川 暗渠空間を読み解く

蘇る川、再び脈を打つ動脈

暗渠の上に芽吹き、時間とともに拡幅していく環境装置が発展の中で都市が
失ったものを取り戻し、都市を少しずつ回復していく計画を提案する。

奥深い暗渠の空間性を、見えない土地的コンテクストと捉え直し、
様々なスケールからアプローチすることで未来に継承する設計を提案する。


